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 論文審査の結果の要旨
 高村民雄提出の論文は,r大気中の浮遊微粒子(エアロソル)の光学的性質に関する実験的研
 究」と題するもので,大気中の浮遊微粒子の複素屈折率や粒径分布などを,微粒子による光散乱
 を利用して測定したものである。大気中の浮遊微粒子は,太陽放射の散乱・吸収を通して地球一
 大気系の熱収支や大気光学現象をはじめとする多くの大気現象に重大なかかわりを持っているが,
 その効果を量的に解明するためには,上に述べたような基本量に関する正確な知識が不可欠であ
 る。したがって,これに関しては諸外国の研究者によっても多くの研究がなされて来たが,測定
 の困難さのためにまだ十分満足出来る結果は得られていない。特に,複素屈折率の虚数部の評価
 には大きなばらつきがあり,その値如何によって大気への微粒子の負荷のもたらす熱効果などは
 全く異なってしまうという状況にある。
 高村民雄は,浮遊状態にある微粒子にレーザー光を照射し,散乱される光の強度および偏光度
 の角度分布を高い精度で測定出来る測器を作製し,同時に,こ.れによって得られる光散乱のデー
 タから微粒子の粒径分布および複素屈折率を求める独自の解析法を開発している。微粒子の諸性
 質を決定するためにこのような光散乱を用いることは従来から試みられて来たが,解析法が不十
 分であ'、たために思うような成果があげられなかったのである。この測器により1977～1978年
 にかけて300例を越える測定を実施し、その解析を行って,以下のような結果を得ている。すな
わち
 {1)浮遊微粒子の粒径分布は,総じていわゆるJunge分布に従っており,平均として4聰1"
 収r一編で表わされる。亙は数密度,rは半径である。
 12)浮遊粒子の複素屈折率は.春秋に大きく,夏に小さくなる傾向のあることが示され,その変
 動範囲は実数部が1.47～L57,虚数部が0.009～0.037となっている。また,実数部、虚数部
 共に相対湿度に強く依存する性質があり、相対湿度の増加に伴ってそれぞれの値は減少するこ
 とが見出された。この結果は浮遊微粒子の吸湿成長を示唆するものであるが,この点も人為的
 に湿度をコントロールする実験を行うことによって確認された。
 1311回の散乱に対するアルベード,散乱断面積,消散断面積など放射伝達を論ずる上での基礎
 量が導かれた。さらに,粒子の非球形効果や多成分系の影響等に関する～連の数値実験がなさ
 れ,この研究によって得られた結果の妥当性が示されてい.る。
 これらの結果は,気象学に新しい知見を加えるものであり,本人が自立して研究活動を行うに
 必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。よって高村民雄提出の論文は、理学博
 士の学位論文として合格と認める。
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